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経済同友

経済同友会では、東日本大震災の発
災直後から震災復興プロジェクト・チー
ムを立ち上げ、復興に向けた意見発信
および具体的な支援を続けてきた。宮
城県の女川町人材留学プログラムもそ
の一つで、2013年から毎年実施してい
る。これまで女川町の民間企業や役場
の職員など延べ93人を、本会の会員所
属企業が受け入れ、研修を行ってきた。
今年は同町内の水産加工業の代表ら
７人が参加した。まず初日の２月17日
に東京・西新橋のキッコーマン東京本
社で同社の企業概要や経営理念、グロー
バル展開の歴史や戦略、社会課題への
対応などについて説明があった。その
後、人事制度や人事考課などの仕組み、
モチベーション向上や組織力を引き出
す取り組みや課題などの講義を受けた。
翌18日は埼玉県の埼玉キッコーマン株
式会社の工場の視察を行い、工場の概
要についての説明を受けた後、製品完
成に至るまでの製造工程などを見学し
た。また、ロボットなどの自動化の取り
組みや課題について意見交換を行った。

こうしたプログラムを継続して行っ
ているのは、2011年３月11日の被災から
９年近くが経過し、被災地では復興に
向けた着実な歩みが見られる中でも、地
元の企業や自治体では、人材育成や組

織運営などの課題を抱えているからだ。
研修・視察は参加者、派遣元企業は
もとより、女川町役場などからも高い
評価を得ており、本会としても被災地
支援に貢献できていると考えている。
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キッコーマン東京本社での研修 埼玉キッコーマン株式会社の工場での研修

■研修プログラム

２月17日（月） ２月18日（火）

経済同友会で全体オリエンテーション
キッコーマン東京本社において研修
　経営理念や醤油醸造の歴史など説明
　組織力向上に向けた取り組みや課題など説明

埼玉キッコーマン株式会社の工場に
おいて研修
　会社紹介、工場・製造工程視察
　製品試食および質疑応答


